
省

令

別
表
第
二
（
第
六
条
関
係
）

調
理
実
習
室

冷
却
用
機
器
、
加
熱
調
理
機
器
、
調
理
台
、
流
し
、
食
器
保
管
庫
、
調
理
実
験
器
具
並
び

に
そ
の
他
必
要
な
調
理
実
習
用
用
具
、
器
具
及
び
設
備

総
合
調
理
実
習
室

食
品
衛
生
上
の
危
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
集
団
給
食
の
調
理

実
習
を
行
う
た
め
の
設
備
、
冷
却
用
機
器
、
加
熱
調
理
機
器
、
食
器
の
洗
浄
及
び
消
毒
用

機
器
、
配
膳
及
び
配
食
用
機
器
、
調
理
台
、
流
し
、
食
器
保
管
庫
並
び
に
そ
の
他
必
要
な

集
団
給
食
の
調
理
実
習
用
用
具
及
び
器
具

平成™œ年˜™月™�日 木曜日 (号外第™Ÿ™号)官 報

（
地
域
協
議
会
を
組
織
し
た
旨
の
公
表
）

第
七
条

法
第
三
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

地
域
協
議
会
の
名
称
及
び
構
成
員
の
氏
名
又
は
名
称

二

地
域
協
議
会
に
お
け
る
協
議
事
項

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
特
定
地
方
公
共
団
体
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適

切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
様
式
第
一
（
第
４
条
関
係
）

特
定
緊
急
対
策
事
業
推
進
計
画

年
月

日
内
閣
総
理
大
臣
殿

特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
の
氏
名

印
首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
2
4条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
緊
急
対
策
事
業
推
進
計
画
に
つ
い
て
認

定
を
申
請
し
ま
す
。

作
成
主
体
の
名
称
：

１
特
定
緊
急
対
策
事
業
推
進
計
画
の
区
域

２
特
定
緊
急
対
策
事
業
推
進
計
画
の
目
標

３
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
取
組
の
内
容

４
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
し
又
は
そ
の
実
施
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
特
定
緊
急
対
策
事
業
の
内
容
及
び
実
施

主
体
に
関
す
る
事
項

５
特
定
緊
急
対
策
事
業
ご
と
の
特
別
の
措
置
の
内
容

６
そ
の
他
特
定
緊
急
対
策
事
業
の
実
施
等
に
よ
る
地
震
防
災
対
策
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

注
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
備
考
）
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

別
記
様
式
第
二
（
第
５
条
関
係
）特
定
緊
急
対
策
事
業
推
進
計
画
の
変
更
の
認
定
申
請
書

年
月

日
内
閣
総
理
大
臣
殿

特
定
地
方
公
共
団
体
の
長
の
氏
名

印
年

月
日
付
け
で
認
定
を
受
け
た
特
定
緊
急
対
策
事
業
推
進
計
画
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
変
更
し
た
い
の

で
、
首
都
直
下
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
2
6条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
変
更
の
認
定
を
申
請
し
ま
す
。

１
変
更
事
項

２
変
更
事
項
の
内
容

注
１
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
変
更
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
変
更
前
と
変
更
後
を
対
比
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

（
備
考
）
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

六

調
理
実
習
又
は
総
合
調
理
実
習
を
担
当
す
る
教
員
は
、
技
術
審
査
に
合
格
し
第
二
十
一
条
第
一
項
の
認
定
証
書

の
交
付
を
受
け
た
者
又
は
調
理
師
で
あ
つ
て
調
理
師
免
許
取
得
後
五
年
以
上
調
理
の
業
務
若
し
く
は
調
理
実
習
に

つ
い
て
教
育
研
究
若
し
く
は
実
地
指
導
の
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

七

同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
の
数
は
、
四
十
人
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
授
業
を
講
義
に
よ
り
行
う
場
合
で

あ
つ
て
、
授
業
の
方
法
及
び
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
教
育
上
の
諸
条
件
を
考
慮
し
て
、
教
育
効
果
を
十
分
に
上
げ

ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

八

校
舎
は
、
同
時
に
授
業
を
行
う
学
級
の
数
を
下
ら
な
い
数
の
専
用
の
普
通
教
室
及
び
調
理
実
習
室
並
び
に
総
合

調
理
実
習
室
、
調
理
実
習
準
備
室
、
更
衣
室
、
図
書
室
、
教
員
室
、
事
務
室
及
び
医
務
室
を
備
え
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

九

適
当
な
広
さ
の
普
通
教
室
、
調
理
実
習
室
及
び
総
合
調
理
実
習
室
を
有
す
る
こ
と
。

十

教
育
上
必
要
な
機
械
及
び
器
具
を
有
す
る
こ
と
。

十
一

調
理
実
習
室
及
び
総
合
調
理
実
習
室
に
は
、
別
表
第
三
に
掲
げ
る
機
械
、
器
具
そ
の
他
の
備
品
が
教
育
上
必

要
な
数
以
上
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

十
二

調
理
実
習
又
は
総
合
調
理
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
飲
食
店
等
を
実
習
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
。

十
三

入
学
料
、
授
業
料
及
び
実
習
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
と
認
め
ら
れ
る
額
で
あ
る
こ
と
。

十
四

経
営
の
方
法
は
、
適
切
か
つ
確
実
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
法
第
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
調
理
技
術
に
関
す
る
審
査
（
以
下
「
技
術
審
査
」
と
い

う
。」を
「
技
術
審
査
」
に
改
め
る
。
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
五
号

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
調
理
師
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

調
理
師
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

調
理
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
八
号
中
「
各
教
科
科
目
」
を
「
教
育
内
容
」
に
改
め
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
養
成
施
設
指
定
の
基
準
）

第
六
条

調
理
師
養
成
施
設
の
指
定
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

教
育
の
内
容
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

調
理
師
養
成
施
設
の
長
は
、
専
ら
調
理
師
養
成
施
設
の
管
理
の
任
に
当
た
る
こ
と
の
で
き
る
者
で
あ
つ
て
、
か

つ
、
調
理
師
の
養
成
に
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

教
員
の
数
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
つ
て
算
出
さ
れ
た
人
数（
そ
の
数
が
五
人
未
満
で
あ
る
と
き
は
、

五
人
）
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
教
員
数
の
三
分
の
一
以
上
が
専
任
で
あ
る
こ
と
。

四

専
任
教
員
の
う
ち
一
人
以
上
は
、
法
第
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
調
理
技
術
に
関
す
る
審
査
（
以
下
「
技

術
審
査
」
と
い
う
。）に
合
格
し
第
二
十
一
条
第
一
項
の
認
定
証
書
の
交
付
を
受
け
た
者
又
は
調
理
師
で
あ
つ
て
調

理
師
免
許
取
得
後
五
年
以
上
調
理
の
業
務
若
し
く
は
調
理
実
習
に
つ
い
て
教
育
研
究
若
し
く
は
実
地
指
導
の
経
験

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

五

別
表
第
一
に
掲
げ
る
教
育
内
容
（
調
理
実
習
及
び
総
合
調
理
実
習
を
除
く
。）を
担
当
す
る
教
員
は
、
そ
の
担
当

す
る
教
育
内
容
に
関
す
る
科
目
を
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
、
旧
大
学

令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
基
づ
く
大
学
若
し
く
は
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六

十
一
号
）
に
基
づ
く
専
門
学
校
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
大
学
等
」と
い
う
。）に
お
い
て
修
め
た
者
で
あ
つ
て
、

当
該
大
学
等
を
卒
業
し
た
後
二
年
以
上
そ
の
担
当
す
る
教
育
内
容
に
関
し
教
育
研
究
若
し
く
は
実
地
指
導
に
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
又
は
特
殊
な
分
野
に

つ
い
て
教
育
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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